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老健施設介護職の特徴   
老健施設の介護職は、医師、看護師、理学療法士、作業  
療法士等の医療系スタッフとの連携・協働でケアサービスを  

提供している。よって他の福祉系サービスと比較し、利用者  
の 心身の状態観察・管理等でより医療的な知識が必要とな  

る。一方介護療養型医療施設と比較し、在宅生活を見据え  
たケアを提供し、高い家庭復帰率を上げている。   

老健施設介護職は、食事・排泄・入浴■移動の介助といっ  
た基本的な介護技術に加え、医療リハビリ・在宅支援といっ  
た広範かつ専門性の高い介護知識と技術が必要であり、そ  
ういった意味では介護の総合職といえる。   

そのような理由から老健施設では介護職中の介護福祉士  

率が介護保険サービスの中で最も高い。  
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老健施設の介護職の実態  

多様なニーズ、ケアの質を担保するために、老健施設の看護・介護職等のス  
タッフ数は、自主的に基準以上に手厚く配置されている。  

介護職の半数以上が介護福祉士資格を取得しており、介護サービス事業の  
中で最も資格取得者が多い。  

これらの介護スタッフの年齢層は男女とも20代から30代後半が中心で、低賃  
金をはじめとする就労条件の悪さは、将来の夢を築けず常に苦しんでいる。  

介護職給与の上昇は何とか維持されているが、その原資は管理職給与等か  
らまわされている。  

全老健は年間約30コース、延べ5000人規模の研修会を開催している。全国  
大会では約5000人の参加者、1000演題以上が集まっている。厳しい環境  
にありながら向学心、技術力の研鎮に励もうとするモチベーションは極めて高  
い。  

以上のような経営側・現場構員の努力に対しての評価・優遇措置が全くとられて  

いない。  
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表1－2－1介護保険施設の現状及び人員配置基準  

童医療・要介謙高齢者の長期  
稼業施設  指すリハビリテーション施設  要介護高齢者が在宅復帰を目   要介護高齢者のための生活施 設  

（「介謙標費型医療施設」の定  
義）   

療業病床等を有する病院又  
は診頑所であって、当絃療養  
病床等に入院する要介護者に  
対し、施設サービス計画に基  
づいて、療養上の管理、看護、  
医学的管理の下における介護  
その他の世話及び機能訓練そ  
の他必要な医療を行うことを  
員的とする施設。  

（「介護老人保健施設」の定義）   

要介護者に対し、施設サー  
ビス計画に基づいて、看護、  
医学的管理の下における介謙  
及び機能訓練その他必要な医  
療並びに日常生活上の世話を  
行うことを目的とする施設。  

汀介護老人福祉施設」の定義）   
老人福祉法に鏡定する特別  
費謙老人ホームであって、当  
該特別業譲老人ホームに入所  
する要介洋書に対し、施設サー  
ビス計画に基づいて、入浴、  
排せつ、食事等の介護その他  
の日常生活上の世話、機能訓  
線、健康管理及び療真上の世  
話を行うことを目的とする施  
。  

老健施設は、利用者  
3名に対し、看・介護  
職1名の配置が基準  

138．942人  282．513人  363．747人  

平均在所日  359．5日  230．1日  1．429．0日  

1人当たり居室面積  6，4∩て以上  8∩イ以上  10．65∩了以上   

3以上  
48：1以上  

常勤1以上  
100：1以上  （非常勤可）  

看護・介護  
3：1以上  

入所者100人の場合  
看護3人  

6：1以上  看護・介護   
3：1以上  
（看護2／7）  6：1以上  

理軸♯士（PT  PT及び0丁が適当致  PT又は0丁が100：1以上  

常勤1以上  
100：1以上  

100：1以上  

常勤1以上  
1∞：1以上   

常勤1以上  
100：1を標準   

常勤1以上  
100：1を標準  

1平均習介護度は、「介機船付躇突態鯛奄」（厚生労働省統計情報臥平成17年11月篭蓋分）から算用  
2 施設数定員数については、「介護サービス施設・事業所粥査」（伺、平成16年10月1日時点）  
3 平均在所日数については、「介凛サービス施設■事業所刑衰」（臥平成15年9月中の適所者掛こついて）  
4 特定施設は、外部サービス利何型特定施設を除く。  

資料 厚生労働省 介讃施設等の在り方に関する委員会  

囁概全国老人保健施設協会  

（全老健編集図書『平成19年版 介護白書』より）  
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看護・介護職員数  
1人当たり在所者数   

利用者2．2人に対し、  

1．平成11年までは老人保健施設調査（厚生省発表）、  

平成12年以降は介護サービス施設・事業所調査（厚生労働省発表）をもとに作成   

乙法令では、常勤換算1人当たり在所音数は、平成11年までが3，6：1、平成12年以降は3：1が   

配置基準となっている  
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介護老人保健施設は、  

若い介護職員がケアサービスを支えている  
表2・1・25 事業所の種類別にみた年齢階級別従事者の構成割合  

「平成16年介護サービス施設・事業所調査」  

（全老健編集図書『平成19年版 介護白書』より）  
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介護福祉士の有資格者の比率  
介護職員のうち、介護福祉士が占める割合（介護保険3施設の比較）  

介護職員  うち、介護福祉士の有資格者  有資格者の割合   

種別   年度   総数   常勤※－  非常勤   総数  常勤※－   非常勤  総数  常勤※－  非常勤   

平成15年   145，650  121，172  24，478  57，455  55，926   1，529  39．4％  46．2％   6．2％  

介護老人福祉施設                       平成16年   152，828  130，767  27，061  62，944  61，010   1，934  41．2％  46．7％   7．1％  

平成17年   171，800  141，165  30，635  69，138  66，661   2，477  40．2％  47．2％   8．1％   

平成15年   83，729  76，444   7，285  35，396  34，985   411   42．3％  45．8％   5．6％  

介護老人保健施設                       平成16年   88，850  80，915   7，935  38，326  37，720   606  43．1％  46．6％   7．6％  

平成17年   94，353  85，099   9，254  40，917  40，104   813  43．4％  47．1％   8．8％   

平成15年   52，099  47，687   4，412   8，561   8．477   84  16．4％   17．8％   1．9％  

介護療養型医療施設                       平成16年   51，463  46．895   4，568   9，228   9，116   112   17．9％   19．4％   2．5％  

平成17年   46，216  42，213   4，003   8，875   8，732   143   19．2％  20．7％   3．6％   

※1：「常勤」数は、「専従」と「兼務」の合算  
（平成15～17年度「介護サービス施設・事業所調査」から引用して作成）  

介言葉福祉士有資格者が占める割合（平成17年度の比較）  

介護老人福祉施設  

介護老人保健施設  

介護療養型医療施設  

10％  20％  30％  40％  50％  60％  

占有率  

唾≡貿全国老人保健施由協会   



－   一常勤介護職員中の介護福祉士割 
→50～100％の占有率が62％  
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施設職員の確保について  

ケアマネージャー  26．1％   45．5％   28．4％   100．0％  

PT・ST・OT  29．6％   53．5％   16．9％   100．0％  

支援相談員  6．7％   43．3％   50．0％   100．0％  

管理栄養士  16．2％   48．6％   35．1％   100．0％  

事務職  0．0％  25．0％  75．0％  100．0％  

その他   37．5％  50．0％  12．5％  100．0％   

（平成18年度 全老健 管理者（職）研修会 アンケートより）  
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介護職員求人状況  
→83％が求人を実施してもすぐに集まらない  
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